
 

 

 

 

 

 

 

 

第２号 

千葉市立小中台中学校 

R6.４.12 

学校教育目標 「自ら考え正しく判断し、実践できる生徒の育成」 

新学年・新学級 本格的にスタート！ 

４月８日（月）に満開の桜のもと、２８９名の新入生のみなさんが入学し、全校生徒８５３名で令和６年

度が本格的にスタートしました。生徒一人一人の可能性を存分に引きだし、輝くことができるよう、教職

員一同、精一杯努めてまいります。一年間本校への教育活動にご理解とご協力を賜りますよう、お願いい

たします。 

入学式 学校長式辞    

桜が咲き誇り、春の香りが満ち溢れ、すべてが躍動する季節を迎えまし

た。 

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんの堂々とした入場

の姿と、元気に返事をする様子を見て、素晴らしい一年生を迎えることができたと、大変喜ばしい気持

ちでいっぱいです。 

保護者の皆様、本日は誠におめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。 

さて、新入生の皆さん、いよいよ今日から小中台中学校の生徒となります。本日の入学式を、大きな

期待と希望、そして少しの不安を感じながら迎えたことと思いますが、二年生、三年生の先輩や先生

方は、皆さんの入学を心待ちにしていました。 

小中台中学校は、昭和二十二年五月に、創立した千葉市で最も伝統のある中学校の一つです。

今回の入学式で七十八回目を迎えました。 

この小中台中学校には、「台中プライド」というスローガンがあります。それは、伝統と誇りを持ち、和

を大切にし挑戦し続ける集団というものです。 

先日行われた春の選抜高校野球で優勝した健大高崎高校の主将が優勝インタビューの中で、

「私たちは優勝するために一人一人がしっかりと準備を重ねてきました。悔いの残らぬよういろいろな

準備をしてきました。」というような趣旨の話をしていました。まず、一人一人が自分を磨いて、チームの

勝利のために力を尽くす。学校も同じです。まず、一人一人が輝きを放ち、その輝きが集まって集団が

輝きます。小中台中学校が、常に輝き続けるために、まず一人一人が輝きましょう。輝く場所はひとそれ

ぞれです。勉強や部活動、生徒会活動、清掃活動等どこでもいいですから、まず輝ける自分づくりをし

ていってください。この伝統ある小中台中学校で、しっかり学び、皆さんの力で、この伝統を引き継ぎ、

発展させ、一人一人が立派に成長してほしいと願っています。 

また、これから先の人生では、今までよりも多くの人たちとの出会いがあります。臆することなく初め

ての人にも積極的に話しかけて、できるだけ友達の輪を広げてほしいと思います。 

皆さんで力を合わせ、小中台中学校を、楽しく活気のある中学校にしていきましょう。 

保護者の皆様、これからの三年間で、子供から大人へと心身ともに大きく成長する時期となります。

本校職員一同、全力を尽くしてお子様の成長を支えていく所存です。  

本日入学した、２８９名の健やかな成長を願うとともに、保護者の皆様、今後とも本校の教育活動へ

のご理解とご協力、ご支援をお願い申し上げまして、式辞といたします。    

    

 校報  

こなかだい  



生徒が主体となって学校生活が動き出しました 

新入生歓迎会、部活動仮入部 

４月１０日（水）に生徒会主催で新入生歓迎会が行われまし

た。生徒会本部が作成した小中台中学校を紹介するVTRの視

聴、各専門委員会や部活動の紹介がおこなわれました。 

その後部活動の仮入部がはじまり、多くの1年生は様々な部活

動を見学する様子が見られました。仮入部可能日、活動終了時

間の説明がありました。 

評議会 

４月１０日（水）に生徒会本部役員、各専門委員長、部長会会

長・副会長、各学級委員長からなる評議会が行われました。４月

３０日に実施される生徒総会にむけて、活動計画や予算を審議し

ました。生徒会は生徒が自主的に学校生活の運営及び民主主

義制度を理解し実践することを目的としています（生徒会規約  

第１章総則  第２条）。評議会のメンバーは、小中台中学校生徒

会の中心となって活動していますが、すべての生徒が生徒会の会員です。ぜひ、生徒一人ひと

りが小中台中学校をより良い学校にしていけるように生徒会活動を充実させていきましょう。 

生命（いのち）の安全教育月間について 

千葉市は、子どもたちが性暴力の加害者や被害者、傍観者にならないための教育や啓発の

充実を進めています。毎月４月を「生命（いのち）の安全教育月間」として、子どもたちに生命の

尊さや素晴らしさ、自分や相手を尊重し大事にすること、一人一人が大切な存在であること等を

伝えます。また、各教科等の横断的な学習も推進してまいります。 

具体的には、保健体育おける「身体的発達や性に関する学習」、道徳における「異性への理

解・他者への尊重」、社会における「子どもの権利条約に関する学習」、特別活動における「男

女相互の理解と協力」など、学校教育活動全体を通して取り組むことで、生命（いのち）の安全

教育や人権教育の充実を図ります。安全・安心な学校生活が送れるよう学校でも指導してまい

りますが、ご家庭でも折に触れて話題にしていただけると幸いです。 

ご連絡 

① 年間行事について 
今後の学校行事などについては、令和６年度年間行事予定を学校ホームページに掲載してありま

すのでご活用ください。 

② 学校給食費の保護者等負担軽減のお知らせ 

千葉市では、食材の物価高騰に対応するため、学校給食費を値上げすることなく、食材費の一部

（給食費の 16％分 51 円を市が負担し、これまで通りの栄養バランスや量を保った安全安心でお

いしい給食を提供します。なお、本件伴う学校給食費の増額はありません。 


